











氏名・(本籍) 金 山 道 雄
学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 用 3 249 干Eヨ
学位授与の日付 昭和 49 年 12 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 電子ビーム熱源の特性に関する
基礎的研究
論文審査委員 (主査) 裏克教授 己





















第 6 章においては，第 5 章のような測定に不可欠な 2 次電子増倍管であるチャンネルプレート増倍
管と周辺回路の開発について，製作技術のほか最適利得をうるための条件，利得取出しの機構を含め
た使用上の諸問題について述べている。
第 7 章は結論であって 得られた主な成果をまとめ 残された問題点を述べている。
論文の審査結果の要旨
電子ビームを溶接・加工などの熱源に用いるときには試料温度の分布と時間経過を知ることが重要
な問題である。本論文はこれについて熱伝導論による解析と，新らしい測定法を述べたものである。
すなわち，パルスビーム照射に関して，試料形状とビーム形状および照射方式による差を解析し，
実用上の重要な知見と指針を与えている。つぎに走査ビームに関して，溶融池モデルという新らしい
解析を導入したほか有限速度円柱熱源モデルと，融解熱を考慮した熱効率の設定によって，従来に比
べて遥かに実際に近い解析を行なっている。温度分布の測定法に関しては表面放出イオン流による新
らしい測温方式と，それに適した平行平板型電子増倍管を開発している。
このように本論文は電子ビーム熱源の応用分野に貢献するところが大きい。よって博士論文として
{面{直あるものと言忍める。
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